
は じ め に

当協会では我が国の原料乳の乳質を連続的に調査し，乳質の改善等に寄与することを目的に，1954年から関

東地区の，1956年からは全国の原料乳を対象に調査を開始した。その後，生乳の広域流通が進み，より詳細な

乳質の把握が求められるようになり，1975年から，乳業各社のご協力を得て，工場に搬入された生乳の集乳路

線別の乳量，乳脂肪分，無脂乳固形分等のデータ（工場測定値）の提供を毎月受けて集計する「全国集乳路線

別生乳成分調査」を開始し，継続して実施している。2010年までの調査結果を紹介した乳業技術 Vol.67に続き，

本稿では 1980年から 2020年までの調査結果を概観し，紹介する。

１　調査路線数と調査対象乳量の割合

本調査では乳業工場に到着した生乳をローリー（生乳を運ぶタンクローリー）単位で試料採取し，調査路線

数としている。調査路線数（分析試料数）は図 1に示すように 1980年に 4,937件（協力企業 5社），1985年に

5,112件（同 5社），1990年に 5,449件（同 5社），1995年に 5,446件（同 5社），2000年に 4,240件（同 5社）

であったが，更に 3社の追加協力をいただいたことにより，2005年は 8,059件（協力企業 8社），更に 1社の追

加協力をいただいたことにより，2010年は 8,373件（協力企業 9社），2015年は 7,697件（同 9社），2020年は

7,792件（同 9社）と推移している。この結果，調査対象乳量の全国生乳生産量（1日当たり）に対する割合（カ

バー率）は，図 2に示すように 1980年は 18.6％，1985年は 17.6％，1990年は 16.9％，1995年は 16.7％，2000

年は 13.8％と，2割未満であったが，2005年は 33.5％，2010年および 2015年は 40.2％，2020年は 41.0％と近

年は 4割を超えて推移している。
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２　乳脂肪分

乳脂肪分（以下「F」という）の全国通年平均の年次推移は図 3のとおりで，1980年に 3.543％，1985年に

3.637%，1990年に 3.723％，1995年に 3.835%，2000年に 3.931％と上昇し，2003年の 4.028%をピークに，減

少傾向が続いていたが，2016年からわずかに上昇に転じ，2020年は 3.930％となっている。
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Fの月別変動の 5年ごとの推移は図 4のとおりで，1980年，1985年，1990年，1995年，2000年，2005年と

上昇し，2005年以降上昇傾向は止まっている。冬期 12月の推移をみると，同様に 1980年，1990年，2000年

と増加した後，4.0％程度となっている。夏期 8月の推移をみると，1980年は 3.427％，1990年に 3.6％を超え，

2000年以降は 3.732～3.761％となっている。Fが最も高かった月と最も低かった月との差（季節差（ポイント））

をみると，図 5のとおり 1980年が 0.259，1985年が 0.298，1990年が 0.218，1995年が 0.269，2000年が 0.278，

2005年が 0.364，2010年が 0.352，2015年が 0.276，2020年が 0.274である。Fの季節差は 2005年，2010年に大

きかったが，その後また小さくなり，あまり変化が見られなかった。
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Fの地域別の 5年ごとの推移は図 6のとおりで，Fが最も高かった地域と最も低かった地域との差（地域差

（ポイント））は，1980 年 0.253，1985 年 0.177，1990 年 0.033，1995 年 0.108，2000 年 0.089，2005 年 0.105，

2010年 0.103，2015年 0.100，2020年 0.128であり，1995年以降は地域差は順次小さくなり 1995年以降はあま

り変化していない。
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３　無脂乳固形分

無脂乳固形分（以下「SNF」という）の全国通年平均の年次推移は，図 7のとおりで，1980年 8.400％，1985

年 8.519％，1990年 8.582％，1995年 8.648％，2000年 8.697％。2005年の 8.790％まで上昇傾向が続いた後，横

這いとなっている。
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SNFの月別変動の 5年ごとの推移は図 8のとおりで，上昇が続いている。通年平均を上回る月は 1月，2月，

3月，11月，12月の 5ヶ月であり，通年平均を下回る月は 6～9月の 4ヶ月であり，冬期に高く，夏期に低くな

る傾向は変わっていない。SNFが最も高かった月と最も低かった月との差（季節差（ポイント））をみると，図

9の通り 1980年が 0.158，1985年が 0.221，1990年が 0.175，1995年が 0.144，2000年が 0.171，2005年が 0.208，

2010年が 0.254，2015年は 0.164，2020年は 0.195であり，SNFの季節差は 2005年，2010年に大きかったが，

その後また小さくなり，あまり変化がみられなかった。
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SNFの地域別 5年ごとの推移は図 10のとおりで，1980年には 8.35％に満たない地域があったが，全国的に数

値が上がっている。地域差（ポイント）は，1980年 0.127，1985年 0.165，1990年 0.132，1995年 0.107，2000

年 0.216，2005年 0.215，2010年 0.148，2015年 0.132，2020年 0.133であり，2000年，2005年に大きかったが，

その後また小さくなりあまり変化がみられなかった。
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お わ り に

全国集乳路線別生乳成分調査の 1980年から 2020年まで 40年間の結果について，Fと SNFの年次推移と，こ

れらの月別変動と地域別の 5年ごとの推移を紹介した。乳牛の改良，飼養管理技術の向上等による乳成分の変化

とともに，消費者ニーズの反映や気候の影響等も伺えたが，これらについて考察するために必要な情報収集等が

できなかった。引き続き検討してみたいと考えている。この調査結果は毎年とりまとめており，2021年の結果

である第 47報まで日本乳業技術協会ホームページに掲載しているので，ご参照いただき，業務等の参考にして

いただければ，またご意見，ご指摘等いただければ幸いである。おわりに，大変長期にわたり，本調査にご協力

いただいている乳業各社に深謝いたしますとともに，今後もご協力いただくようお願いいたします。
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